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公益財団法人日本環境協会 エコマーク事務局 

2020年 11月 18日 

報道関係者各位 

「エコマークアワード 2020」受賞者決定 
「エコマーク」を運営する公益財団法人日本環境協会（所在地：東京都千代田区、理事長：森嶌昭夫）は、

2020年度のエコマークアワード受賞者を下記の通り決定しましたのでお知らせします。 

エコマークアワードとは 

エコマークアワードは、日本環境協会が 2010年度に創設した表彰制度です。 

環境配慮商品の普及に関する優れた事例を広く公表するとともに、エコマーク商品のより一層の普及拡

大を通じて、持続可能な社会の実現に寄与することを目的としています。 

「最優秀賞」、「優秀賞」は、エコマークを通じて「消費者の環境を意識した商品選択、企業の環境改善努力

による、持続可能な社会の形成」に大きく寄与する取り組みをした企業・団体等を表彰します。 

「エコ･オブ・ザ・イヤー」は、2019 年度および 2020 年度に認定されたエコマーク認定商品の中から、

特に環境性能や先進性、エコフレンドリーデザインなどが優れた製品・サービスを表彰します。 

受賞団体の紹介について 

11 月 25 日～28 日に開催されるオンライン展示会「エコプロ Online」のエコマーク事務局ブースに

て、受賞団体を紹介する動画を配信します。各団体の受賞につながる活動や商品に関する紹介動画も公

開いたします。 

表彰について 

2021年 1月より各受賞者に個別に表彰を行います。 

 

エコマークアワード 2020 受賞団体・商品 

最優秀賞 
 

東レ株式会社 

東レの繊維グリーンイノベーション事業 

優秀賞 
 

青山商事株式会社 

リサイクルで防災支援 

優秀賞 
 

王子製紙株式会社 

王子グループの環境への取り組みと王子製紙/印刷用紙エコマーク製品 

優秀賞 
 

兼松サステック株式会社 

環境パイル 

優秀賞 
 

株式会社マーキュロップ 

お客様と共に取り組むリターナブル  

～工場見学ツアーなどユニークな環境・普及活動～ 

エコ・オブ・ザ・ 
イヤー 

imageRUNNER ADVANCE C3330F-RG  
[認定番号:19 155 012] 

キヤノン株式会社 / キヤノンマーケティングジャパン株式会社 

エコ・オブ・ザ・ 
イヤー 

洋服の青山 [認定番号:19 501 003] 
THE SUIT COMPANY [認定番号:19 501 005] 

UNIVERSAL LANGUAGE [認定番号:19 501 006] 

青山商事株式会社  
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エコマークアワード 2020受賞評価について 
 

【審査方法】 

エコマークアワード（最優秀賞・優秀賞） 

2020 年 6 月～7 月の応募期間中、一般からの応募（自薦・他薦は不問）の中から、選考委員会による一

次審査（書類審査）および本審査（プレゼンテーション）を経て、受賞団体を決定。 

エコ・オブ・ザ・イヤー 

対象となるエコマーク商品から評価ポイントおよび認定基準への適合状況等を勘案し、「エコマークアワー

ド選考委員会」で評価を行い選考。 

 

 

【受賞評価ポイント】 

最優秀賞受賞 

東レ株式会社 

東レの繊維グリーンイノベーション事業 

東レ株式会社は、グループ全体のサステナビリティ・ビジョンに沿って、「グリーンイノベーション事業拡大

プロジェクト」を展開している。“持続可能な循環型の資源利用と生産”という課題解決を事業の中核に据

え、これまで脇役になりがちであった製品の環境性能を、優れた先見性と技術、市場開発によって「顧客に

選ばれる付加価値」に昇華させている。SDGs とビジネスの融合を、時代に先駆けて体現してきた同社の

イノベーションに、惜しみない拍手を送りたい。 

同社は糸、織物といった多くの繊維素材のラインアップでエコマーク認定を取得。環境ラベルが持つ信頼

性、基準の客観性などを訴求して環境配慮素材の付加価値を取引先にわかりやすく伝えることで、多くの

製品メーカーが同社の素材を採用し、幅広い分野・用途で商品化されている。エコマーク商品をはじめと

する環境配慮素材を市場に浸透させた貢献は計り知れず、サプライチェーン全体のグリーン化にも大きく

寄与している。 

 

 

優秀賞受賞 

青山商事株式会社 

リサイクルで防災支援 

青山商事株式会社は、「洋服の青山」をはじめとするグループのビジネスウェア事業の全店舗（全国 47 都

道府県の 887 店(認定時点)）でエコマーク認定を取得した。不要となった衣類を店頭で下取りし、ほぼ全

量をリサイクルまたはリユース。その一環として、回収した衣類から防災毛布を作成し、店舗のある自治体

等に防災備蓄として寄付する等、お客様と共に行うエコ活動を地域に根差した社会貢献につなげている。 

また、全店舗のレジカウンターでエコマーク認定証を掲示しているほか、店舗内外での SDGs との関わり

を示す情報発信や、エコマークについて解説する社内教育動画の作成などにより、従業員一人ひとりの参

画意識を高めながら、これらのツールをお客様とのコミュニケーションにも活かしている。こうした一連の

環境配慮の取り組みのアイデアは素晴らしく、販促活動の一環としての枠を越えて、もっとお客様に知っ

てもらいたいという思いが前面に打ち出されている。 
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優秀賞受賞 

王子製紙株式会社 

王子グループの環境への取り組みと王子製紙/印刷用紙エコマーク製品 

王子製紙株式会社は、主に新聞用紙、印刷・情報用紙の製造企業である。持続可能な森林経営と紙のリサ

イクルを両輪でバランスよく進めるなか、業界では唯一、高い古紙パルプ配合率が求められるエコマーク

の「印刷用紙」認定基準をクリアし、1990年から継続してエコマーク認定を取得 (現在 12商品)。古紙パ

ルプと森林認証材パルプを組み合わせた商品を新たに開発してエコマークを取得するなど、継続的に環

境配慮型商品の拡充に努めている。 

同社の古紙の消費量は国内最大規模であり、国内の紙のリサイクルシステムを支える重要な担い手となっ

ていることを高く評価したい。また、回収された古紙が、再び印刷物やノート用の用紙などの原料として広

く供給されることで、資源循環と廃棄物削減に貢献するだけでなく、学校や職場でそれを使う消費者にグ

リーン購入の大切さを啓発する良い機会ともなっている。今後も、持続可能な森林経営と、古紙の利用を

推進する資源循環の担い手として、継続的な取り組みに期待したい。 

 

優秀賞受賞 

兼松サステック株式会社 

環境パイル 

兼松サステック株式会社は、間伐材を使用した地盤補強材「環境パイル」にてエコマーク認定を取得してい

る。セメントや鋼材を利用した一般的な地盤の補強工法を、間伐材を用いる工法に転換するという発想と、

それを可能にした技術開発に大いに感心させられた。採算がとりづらいと言われている間伐材に、長期に

わたり建築物を支えるという役割を与えており、間伐材を有効活用する用途として秀逸である。 

環境パイルは全国で累計 3 万件を超える施行実績を持ち、日本国内における持続可能な森林管理・経営

に少なからず貢献。また、独自の技術によりセメントと同等の耐用年数を可能としており、木材のカーボン

ニュートラルとも相まって、CO2 削減への貢献も期待できる。施工後は地盤の中で見えなくなってしまう

ものでありながら、すべての部材にエコマークを表示し、消費者や住宅メーカーへの工法の説明にも積極

的に取り組んでいる。 

 

優秀賞受賞 

株式会社マーキュロップ 

お客様と共に取り組むリターナブル  

～工場見学ツアーなどユニークな環境・普及活動～ 

全国 18都府県に拠点を持つ天然水宅配サービス企業の株式会社マーキュロップは、2011年にリターナ

ブルのウォーターボトルにてエコマーク認定を取得した。同業態において返却の必要がないワンウェイボト

ルの使用も増えるなか、ボトルを繰り返し使うことによるプラスチックごみの削減に取り組み、2004 年

の創業当時から着実に繰り返し使用の実績を積み重ねている。また、ボトルのリユースだけでなく、役目

を終えたウォーターサーバーはプラスチックや金属類のリサイクルによる再商品化し、資源循環を進めて

いる。 

天然水を扱う事業のため採水する地域とともに発展したいとの思いから、町との災害時協定の締結や、

工場見学ツアー等を通じた観光産業への相互協力など、地域社会への貢献に積極的に取り組んでいる点

も高く評価された。 
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エコ・オブ・ザ・イヤー受賞 

imageRUNNER ADVANCE C3330F-RG [認定番号：19 155 012]  
キヤノン株式会社 / キヤノンマーケティングジャパン株式会社 

使用済みのエコマーク認定の複合機を回収し、部品レベルまでに分解、洗浄・清掃、劣化・摩耗部品の交換

を行って再び組み上げられたリユース機 imageRUNNER ADVANCE C3330F-RGは、新品の複合

機と比べても遜色ない品質・性能を確保しながら、その部品リユース率は業界最高水準の 93.8%にも達

している。エネルギー消費の低さなどの基本スペックも含め、環境性能を極限まで高めることに特化した

製品と言っても過言ではない。その結果、同製品は同シリーズの新品後継機と比較して 4 割以上の CO2

削減効果を実現している。 

同社のリユース技術は、回収した機器の使用履歴を 1台ごとに把握し、リユース部品への使用可否を判断

するなど極めて高度なものである。サーキュラー・エコノミー(循環経済)の象徴的な製品であり、日本のモ

ノづくりを代表する企業として、高度なリユース・リサイクルを可能とするリサイクル拠点の整備と、環境

技術の開発に懸けてきた志にも敬意を表したい。 

 

エコ・オブ・ザ・イヤー受賞 

洋服の青山 [認定番号:19 501 003] 

THE SUIT COMPANY [認定番号:19 501 005] 

UNIVERSAL LANGUAGE [認定番号:19 501 006]  
青山商事株式会社 

青山商事株式会社が運営する「洋服の青山」「THE SUIT COMPANY」「UNIVERSAL LANGUAGE」

の全 887店舗は、アパレル業界初となるエコマーク認定を取得した。 

エコテックス認証品のワイシャツや再生羽毛素材を使用したダウンコートの販売のほか、ドレスシャツ等の

包装資材（サポーター、蝶キーパー等）への再生 PET 樹脂の使用など、自社の商品開発・素材選択におい

て、環境配慮型商品を積極的に扱い、訴求していこうという環境意識の高さが随所にうかがえる。 また、

Sedex 会員としてサプライチェーンデータを共有、利用するなど先進的な取り組みも高く評価される。 

省エネ対策や顧客との環境コミュニケーションも進めており、このような衣料販売における環境や社会に

配慮した店舗づくりは、ステークホルダーとともに、ファッション業界、特にサプライチェーン全体において

気候変動対策、エシカル活動を牽引する企業として、今後の業界内での波及が期待される。 

 

 

 

 

 
＜本件に関するお問い合わせ＞  

公益財団法人日本環境協会 エコマーク事務局 事業推進課（広報担当）  
Tel: 03-5829-6286  Fax: 03-5829-6281 

〒101-0032 東京都千代田区岩本町 1-10-5 TMMビル 5F 

E-mail: kouhou@ecomark.jp  URL: https://www.ecomark.jp/ 
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